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　近年，わが国では，政府による観光立国宣言をはじめ，観
光振興が推進されている。また，全国各地において，各地
域の活性化のために様 な々観光振興への取り組みがなされ
ている。しかしながら，その取り組みが目立った成果をあげ
ているかどうかについて，楽観的な評価をすることはなかな
か困難であると考えざるを得ない。このような状況をもたらし
ている要因の一つに，観光振興への取り組み，特に観光者を
誘致するプロモーション策定において，何が観光者を惹きつ
けるのかといった点への十分な分析とそれを考慮した計画が
立てられてこなかったことが考えられる。本稿では，観光者
を惹きつける要素のひとつである「食」に焦点を当て，その
重要性およびその増大を検証することによって，観光推進へ
の可能性を考察する。
　観光者を惹きつける，すなわち観光行動を誘発する要素
のひとつとして，観光資源がある。風光明媚な自然環境な
ど，天然資源はもちろん，由緒ある神社仏閣，歴史的街並み
や伝統工芸，さらには地域色豊かな祭りや郷土芸能なども魅
力ある観光資源となっている。最近では水族館や博物館，
テーマパークといわれる，人工的巨大レジャー施設なども多く
の観光客を集め，有力な観光資源となっている。このような
観光資源のなかでも，食に関連したもの，つまりは，その地
域の特産食品または郷土料理といった，その地域以外では
入手したり食べたりすることが困難なものが，観光を促進し，
多くの観光者を惹きつける重要な観光資源であると考える。
以上のことから，本稿では，料理と食品を「食」とし，以下の
議論を進める。
　我 の々日常生活において，「食」への関心は高まっている。
連日，テレビ番組では食に関する特集が組まれ，雑誌にお
いても，有名レストランやご当地グルメの記事が溢れ返って
いる。こうした「食」に関する情報は，我 の々日常生活のな
かだけでなく，観光目的地で利用可能な様 な々食について
の情報が提供されている。これらは，観光に関連した情報
媒体においても，取り上げられないことはないに等しい。イン
ターネット上の旅行情報サイトや旅行会社店舗に並んだパン
フレットには，「食」をテーマにした見出しが躍っている。そし
て，旅行情報雑誌の表紙には，自然や観光名所と並んで，
料理・食品の写真が大きく掲載されている。また，観光マー
ケティングやまちづくり・地域振興を推進する際における
「食」の重要性，そしてその重要性が近年増大していると
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近年における観光資源としての
「食」の重要性の変化に関する分析
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いったことが多くの面から指摘されている。（関満博，遠山浩編
『「食」の地域ブランド戦略』新評論，２００７年，関満博，古川一郎編『「
級グルメ」の地域ブランド戦略』新評論，２００８年，関満博，古川一郎編
『中小都市の「級グルメ」戦略』新評論，２００８年，関満博，古川一郎
編『「ご当地ラーメン」の地域ブランド戦略』新評論，２００９年，田村秀
『級グルメが地方を救う』集英社，２００８年を参照。）２０１０年３月
２０，２１日には，岡山県津山市において，地元の料理のほか，
級グルメの日本一を決める年１回の「１グランプリ」で
日本一になった料理が出展される「おかやまＢ級グルメフェ
スタ津山」が開催された。朝日新聞の記事によると，人口
１０万８千人の津山市において，年間観光客は約６０万人で
ある。こうした状況の中で，このイベントの来場者数は，２日
間で１０万人にもおよぶと予想された。実際には，このイベ
ントの主催者であるおかやまＢ級グルメフェスタ津山実行
委員会によると，２日間の来場者数はその予想を大幅に超え
て１５万人にも及んだという。このことから，「食」のなかでも
各地域の料理が観光振興おいて注目されていることがうか
がわれる。また，日経によると，外国人の観光者に対して
行った６都市調査において「日本でやりたいこと」の中で
２００４年の同様の調査より大きく伸びたのが「名物の食事を
楽しむ」（１１７ポイント増）であり，訪日リピーターにとって各地の
名物料理が大きな魅力となっているという。別の記事による
と，旅行の醍醐味の１つとして食事が挙げられるが，星野リ
ゾ トーが運営する旅館は，「泊食分離」を採用し，宿泊客は食
事場所を旅館内と外部レストランで選ぶことができるという。
また，旅館内のレストランでは，２４時間いつでも地元食材に
こだわった季節ごとに変わる料理を提供するなど，食事の自
由度を高めることで連泊者が増えたという。つまり，さまざま
な面から観光振興において「食」が少なからず影響を及ぼ
す要因となっていると指摘されている。このような観光におけ
る「食」の重要性およびその増大の指摘は実態を反映した
言説なのだろうか。本稿では，客観的なデータを用いてこの
ことを検証することを試みる。
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　「食」の視点からの観光マーケティングに関する研究は，こ
れまでそれほど蓄積されてきたとはいえない。本稿では，観
光を提供しようとしているマーケティング主体がそのプロモー
ションの具体的客体として「食」をどれほど取り上げてきたの
かを調べることから，観光マーケティングにおける「食」の重
要性およびその増大を明らかにしようと試みる。本論に入る
前にこれまでの観光における「食」の重要性に関する研究を
概観しよう。
　観光白書によると，２００７年度の国内旅行消費額は，２３５
兆円であったが，そのうち飲食店業に２３９兆円，食料品産
業に１５４兆円が支出されたという。じつに，旅行消費の６
分の１が「食」に関する部分である。このような金額的な割
合から，観光における「食」関連の支出が小さなものではな
いということがいえるだろう。
　では，観光者は，空腹を満たすためだけのために，滞在
地で食事をとるのだろうか。財団法人日本交通公社が行っ
たサンプル調査では，国内旅行の主目的に「おいしいもの
を食べる旅行」という回答比率が，２００２年には３８％であった
が，２００４年には４９％となり，２００６年には５２％と，割合とし
ては高いとはいえないものの着実に増加している。また，
複数回答での旅行動機としては，「旅先のおいしいものを求
めて」という回答が２００６年で５７５％と「日常生活から解放さ
れるため」に次いで高い回答率を示している。この「旅先
のおいしいものを求めて」という旅行動機は，２００１年から常
に第２位の高回答率を続けている。さらに，今後行ってみた
い旅行タイプとして「おいしいものを食べる旅行」という回答
者の割合は４３３％で全体の３位（複数回答）であり，２００２年
および２００４年の調査との比較で増加を続けているという点
で特徴的である。つまり，観光者はただ単に生理的な欲求
として空腹を満たすために食事を摂るのではなく，自身の限
られた範囲内の金額で手に入れられるおいしい料理や特産
物を食べたいと考え，それを旅行の主たる目的にしてしまう
ことすらある。近年の旅館における泊食分離の進行は，食事
提供に関わるコスト削減という旅館側の都合もあるだろうが，
この調査結果は，泊食分離が旅館のお仕着せの食事ではな
く地域のおいしいものや名物料理を選択したいという観光者
側の要望に対応した結果であると示唆しているとも考えられ
る。
　吉田は，「『旅行中，夕食５回付』とパンフレットに書いて
も，現代の消費者には品質保証の意味すらない。回数では
ない。どこで，どのように，何を。食事の質的内容や文化的
雰囲気が価値となる」とし，単なるカロリー 補給ではない観光
における「食」の重要性を指摘している。また，丹治は，観
光者は「食」を通じて栄養補給をし，おいしいものや名物を
楽しむ以上に，その土地のものを体内に取り入れながらその
地の気候，風土，歴史などを知るきっかけを作り，同行者や
地域の人との交流の場，休息の場など多くのものを得ている
としている。
　観光マーケティングの中の重要な領域に目的地マーケティ
ング，あるいはデスティネーション（	）・マーケティン
グがある。目的地マーケティングは，潜在的観光者に対し
て，ある地域を観光で訪問するべき目的地としての需要を創
造していく活動である。目的地マーケティングでは，地方
自治体等がその主体となって，その地域に存在する種々の
観光資源から観光者を惹きつけるポテンシャルが高いものを
選択し，そのような観光資源に強く魅力を感じる潜在的観光
者層をターゲットとしてプロモーションを進めていくというのが
一般的なアプローチ方法である。あるいは，提供する側が
先にどの観光資源をメインとして選択してしまうのではなく，
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地域に存在する種々の観光資源から，個々の潜在的観光者
が興味を持っているテーマに沿った観光資源情報を選択し
て情報を提示できる仕組み作りも試みられている。このよう
に，目的地マーケティングにおいては，誘致したい観光者に，
彼らが魅力を感じるテーマに関連した観光資源を知らせる情
報をいかに提供するか，潜在的観光者の興味と観光資源と
の適合が重要であると強調されている。先に見たように
「食」に対する観光者たちの興味が大きいのであれば，「食」
に関する観光資源情報を適切に提供していくことが，効果的
な目的地マーケティングを進めていく際に十分に考慮されな
ければならないだろう。
　観光マーケティングを考えていく上で，「食」というものが重
要な要素であるということが上記からも窺い知ることができ
る。以上のことを踏まえ，より一層，「食」の重要性を明確に
するために，情報媒体において，様 な々観光資源・観光施設
がどのようにどれくらい取り上げられているのかを比較するこ
とにする。今回は，および株式会社パブリッシング
（以下，パブリッシング）から発行されている旅行情報雑誌
『るるぶ情報版』において，「食」に関する情報がどれほど取り
上げられているのかを定量的に調べる。パブリッシング
は，２００４年に大手旅行会社である株式会社の出版事業
局と，株式会社るるぶ社，そして出版販売株式会社の
営業部門を統合してスタ トーしたグループの出版・情報
事業会社であり，旅行関連雑誌を多数出版している。『るる
ぶ』という雑誌名は「見る」，「食べる」，「遊ぶ」という動詞の
末尾を並べた造語である。安田は，この言葉は見事にレ
ジャ とーしての旅の行動要素を言い表している。同時に旅の
目的を表現している。３０年以上前に作られた言葉だが決し
て古くなっておらず，今日の旅の３大目的，あるいは旅行中
の３大行動パタ ンーといっていいだろうと述べている。この
ことから，１９７３年に『るるぶ』が創刊されたときから現在に至
るまで，観光情報の提供者は観光情報のなかでも「食」に関
する情報が，観光者にとって重要な要素のひとつであるとと
らえ続けているといえる。
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　今回，『るるぶ和歌山’０１～’０２』（以下るるぶ’０１年版と略称）
と『るるぶ和歌山白浜熊野古道高野山’１０』（以下るるぶ’１０
年版と略称）に収録されている，和歌山県内の地域別に観光
施設や飲食店を取り上げているページ内に，どのような種類
の情報がどれだけ取り上げられているのかをそれぞれ調べ
る。そして，約１０年間を隔てた２時点間で情報量や情報の
種類に何らかの変化が生じているのかを考察する。パブ
リッシングから発行されている『るるぶ情報版』は，旅行情報
を発信する雑誌として長年に渡り書店に並べられ，旅行情報
雑誌の代名詞ともなっている。また，インターネット上にある
旅行情報は限りなく存在しており，正確に情報件数を集計す
ることが困難であることからも，この情報誌をデータ源として
使用することは妥当であると考える。なお，各地域の情報と
して取り上げられている件数を公平に比較するために，今
回，雑誌の特集記事内で取り上げられている施設や店舗の
情報については分析対象とはしない。
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　るるぶ’０１年版では，各観光施設や各店舗の情報はそれ
ぞれ，「チェック情報」，「みどころ」，「プレイスポット」，「食事
処」，「喫茶・軽食」「ナイトスポット」，「みやげショップ」，「温泉
施設」，「宿泊施設」，「ニューフェイス」，「コラム」に分類され
ている。これらを，その情報の具体的内容から「食」に関係
ある情報とそれ以外とに再分類し，各市町村の特徴を調べ
た。
　このような手順で，まず，和歌山県全体について，観光施
設や店舗の情報件数を集計した。次に，各市町村には，ど
のような種類の情報がどれだけ取り上げられているのかを集
計した。ただし，２００１年時点では，市町村合併以前であっ
たが，’１０年版と比較するために，２０１０年時点での市町村を
基準に，合併前の市町村の情報件数をそれぞれ合計して各
市町村の情報件数とした。その結果，和歌山県内３０市町
村において，情報件数に大きな差があり，今回，情報件数が
５件未満であった８市町（印南町，かつらぎ町，上富田町，九度
山町，すさみ町，橋本市，広川町，美浜町）は，「食」に関連する情
報件数の割合を比較する対象からは除外する。残りの２２市
町のそれぞれの全情報件数に対する，「食」に関連する情報
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注）図１内の補助線は，「食」に関連するものとそうでないものとの境界線
である。
筆者作成
件数の割合を算出した。これらの結果を図１に示す。
　和歌山県全域において，観光施設や店舗の情報件数を集
計和歌山県全域の観光資源，観光施設や店舗の情報件数
は４４６件であった。このうち，飲食店が提供する料理の情報
は８７件（全体の１９５％：以下同）であった。特産食品情報のう
ち，農産関連は２３件（５２％），畜産関連は２件（０４％），水
産関連は１０件（２２％），菓子関連は１８件（４０％）であった。
また，「見る」として分類した「食」と関連した情報は３件
（０７％）であった。これら「食」に関連する情報を合計すると，
１４３件（３２０６％）となり，全体の約３分の１が「食」に関連し
た情報であることが分かった。一方，「食」と直接には関連し
ないみどころは，それぞれ以下のようになった。「見る」として
分類した，自然風景や神社仏閣等の件数は，１４３件
（３２０６％）であった。また，「遊ぶ」として分類した，カヌー 体験
やテーマパークなどは，６３件（１３９％）に止まった。それ以外
に，「買う」に分類される「食」以外の特産品情報は１３件
（２９％），「温泉」は４０件（９０％），「泊まる」に分類される宿泊
施設情報は４７件（１０５％），と続いた。これらの集計結果か
ら，「食」に関係する情報は，件数比では「見る」と同程度の
ウエイトを占め，「遊ぶ」より大きなウエイトを占めている。情
報誌に掲載された情報件数というデータから，観光における
「食」の重要性が示されたといえるだろう。
　和歌山県内の情報件数を調べた結果から，和歌山県への
旅行を考えている多くの観光者が，和歌山県内各地域の自
然風景や神社仏閣などの見どころとされている観光資源や
観光施設や，テーマパークや体験型施設と同等，またはそれ
以上に「食」に関連した情報を求めている，もしくは，出版社
側が，「食」に関連した情報に価値を見出しているということ
が推測される。
　では，市町村別にみた際にも観光資源・観光施設の情報
件数に何らかの特徴があるのだろうか。市町村別に観光施
設や店舗の情報件数を集計した結果は，以下のようになっ
た。
　農産・水産・畜産・菓子関連の特産食品情報，飲食店が提
供する料理の情報，「見る」として分類した「食」に関する情
報を合計した「食」に関連する情報記事は，有田川町で１
件（当該市町村全体の８３３％以下同），有田市で３件（３７５％），
岩出市で４件（５７１４％），海南市で２件（１３３３％），北山村
で２件（２８５７％），紀の川市で７件（３６８４％），紀美野町で
１件（１６６７％），串本町で１３件（４６４３％），高野町で６件
（２７２７％），古座川町で１件（１２５％），御坊市で４件（４０％），
白浜町で６件（２５％），新宮市で１１件（３９２９％），太地町で
３件（２３０８％），田辺市で２１件（３２３１％），那智勝浦町で１８
件（３８３０％），日高川町で３件（１５７９％），日高町で２件
（２５％），みなべ町で２件（１８１８％），湯浅町で２件（４０％），
由良町で４件（４０％），和歌山市で１９件（３８７８％）であった。
　２２市町村のうち９市町（有田市，岩出市，紀の川市，串本町，
新宮市，那智勝浦町，湯浅町，由良町，和歌山市）で，全情報件数
に対する「食」に関連する情報件数の割合が３分の１以上
を占めた。「食」の中でも半数以上が「料理」の情報件数で
あったのは，岩出市，紀の川市，串本町，新宮市，那智勝浦
町，和歌山市の６市町であった。和歌山県全体と同様に，
「食」に関連する情報件数が全体の３分の１を占める市町
は，土産となる特産食品などの情報よりも，その地域に行って
食べる料理に関する情報のほうが多いという市町が６６６７％
を占める。９市町村のうち，全情報件数に対する「食」に関
連する情報件数の割合が５０％以上を占めたのは岩出市の
みであった。岩出市の「食」に関する情報の内訳を見てみ
ると，すべてが「料理」の情報であった。こうしたなかで，有
田市は農産関連と水産関連の特産食品情報の件数の合計
が料理に関する情報件数を上回り，湯浅町は農産関連の特
産食品情報の件数が「食」に関する情報のすべてであり，由
良町は農産関連と菓子関連の特産食品情報と，「見る」に分
類される「食」に関する情報の件数の合計が料理に関する
情報件数を上回るという特徴を見せた。よって，「食」に関す
る情報に重きを置いている地域間でも，観光者にみやげとし
て購入してもらう特産品の情報の割合が高い地域と，その地
域の飲食店に行かなければ食べられない料理の情報の割合
が高い地域とに分類することができる。
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　るるぶ’１０年版では，各観光施設や各店舗の情報は，それ
ぞれ「みどころ」，「遊び場」，「食事処」，「喫茶・甘味・軽食」
「ナイトスポット」，「ショップ・みやげ」，「立ち寄り湯」，「宿泊施
設」，「コラム」に分類されている。これらを，その情報の具体
的内容から「食」に関係ある情報とそれ以外とに再分類し，
各市町村の特徴を調べた。今回，先に示したるるぶ’０１版で
用いた情報の再分類に合わせて，１つの「コラム」のなかで
複数の情報がある場合，複数の件数として再分類したため，
松谷（２００９）において示した情報件数とは異なる個所がある。
具体的には，前回１件としてカウントした文化人２人を紹介
したコラムを２つに分け，同じく１件としてカウントした複合
施設を３件とし，前回カウントしていなかった菓子店１件を
「買う（菓子）」として追加した。ただし，全体としての状況に
はほとんど影響はないので，るるぶ’１０年版に見られる「食」
の情報の重要性の詳細については，同上報告を参照された
い。
　このような手順で，和歌山県全体および各市町村につい
て，観光施設や店舗の情報件数を上述の分類に従って集計
した。その結果，和歌山県内３０市町村のうち，印南町，紀
美野町，北山村の３町村の情報件数は０件であった。その
他の市町村においても，情報件数に大きな差があり，今回
は，情報件数が５件未満であった６つの町（有田川町，上富
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田町，九度山町，日高川町，広川町，美浜町）も，「食」に関連する
情報件数の割合を比較する対象からは除外する。これら集
計結果を図２に示す。
　和歌山県全域において，観光施設や店舗の情報件数を集
計和歌山県全域の観光資源，観光施設や店舗の情報件数
は２８９件であった。このうち，飲食店が提供する料理の情報
は８２件（全体の２８７％以下同）であった。農産関連の特産食
品情報は２０件（６９０％），畜産関連の特産食品情報は３件
（１００％），水産関連の特産食品情報は１５件（５２０％），菓子
関連の特産食品情報は２１件（７３０％）であった。また，「見
る」に分類される「食」に関連する情報は１件（０３０％）であっ
た。これらの情報を合計すると，１４２件（全体の４９１３％）とな
り，全体の約半数が「食」に関連した情報記事であることが
分かった。一方，「食」と直接には関連しないみどころは，そ
れぞれ以下のようになった。「見る」として分類した，自然風景
や神社仏閣等の件数は，１０５件（３６３３％）であった。また，
「遊ぶ」として分類した，カヌー 体験やテーマパークなどは，
１９件（６５７％）に止まった。それ以外に，「買う」に分類される
「食」以外の特産品情報は，９件（３１１％），「泊まる」に分類さ
れる宿泊施設情報は７件（２４２％），「温泉」は６件（２０８％）
と続いた。これらの集計結果から，「食」に関係する情報が
約半数に達しており，件数比では「見る」や「遊ぶ」より大き
なウエイトを占めている。情報誌に掲載された情報件数とい
うデータから，観光における「食」の重要性が示されたといえ
るだろう。
　次に，市町村別にみた際にも観光資源・観光施設の情報
件数に何らかの特徴があるのだろうか。市町村別に観光施
設や店舗の情報件数を集計した結果は，以下のようになっ
た。図２に示されるように，料理の情報と農産・水産・畜産・
菓子関連の特産食品情報，そして「見る」に分類される
「食」と関連した情報を合計した「食」に関連する情報は，有
田市で５件（当該市町村全体の６２５％：以下同），岩出市で４件
（５７１４％），海南市で４件（２６６７％），かつらぎ町４件（６６６７％），
紀の川市で３件（４２８６％），串本町で１５件（５７６９％），高野
町で５件（５５５６％），古座川町で３件（２７２７％），御坊市で
７件（７０００％），白浜町で９件（４０９１％），新宮市で７件（４３７５％），
すさみ町で３件（４２８６％），太地町で４件（６６６７％），田辺市
で９件（４５００％），那智勝浦町で１４件（５１８５％），橋本市で
５件（６２５０％），日高町で３件（６０００％），みなべ町で３件
（３７５０％），湯浅町で４件（８０００％），由良町で２件（２８５７％），
和歌山市で２７件（６０００％）であった。
　２１市町のうち１２市町（有田市，岩出市，かつらぎ町，串本町，
高野町，御坊市，太地町，那智勝浦町，橋本市，日高町，湯浅町，和
歌山市）で，全情報件数に対する「食」に関連する情報件数
の割合が５０％以上を占めた。「食」の中でも半数以上が「料
理」の情報件数であったのは，岩出市，かつらぎ町，串本
町，高野町，御坊市，太地町，那智勝浦町，橋本市，日高
町，和歌山市の１０市町であった。和歌山県全体で見たとき
と同様に，「食」に関連する情報件数が全体の半数以上ある
市町は，土産となる特産食品などの情報よりも，その地域に
行って食べる料理に関する情報のほうが多いという市町が８
割以上を占める。こうしたなかで，有田市は水産関連と菓子
関連の特産食品情報の件数の合計が料理に関する情報件
数を上回り，湯浅町は農産関連と菓子関連の特産食品情報
の件数の合計が料理に関する情報件数を上回るという特徴
を見せた。よって，「食」に関する情報に重きを置いている地
域間でも，観光者にみやげとして購入してもらう特産品の情
報に重きを置く地域と，その地域の飲食店に行かなければ食
べられない料理の情報に重きを置く地域とに分類することが
できる。
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　上では，るるぶ’０１版とるるぶ’１０版に掲載されている，和
歌山県内の地域別に観光施設や飲食店を紹介しているペー
ジ内に，どのような種類の情報がどれだけ取り上げられてい
るのかをそれぞれ調べた。以下では，これらの調査から，あ
る一定の期間内に情報量や情報の種類に何らかの変化が生
じているのかを考察する。この１０年弱の間の変化として，
雑誌の構成において「食」や「宿泊施設」といったカテゴ
リー 別の特集ページが増加したり，地域別に観光施設や飲
食店を取り上げているページにおいても，縦書きから横書き
に変化することによって，１ページ当たりの情報件数が減少
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注）図２内の補助線は，「食」に関連するものとそうでないものとの境界線
である。
筆者作成
するなどの変化があった。両者を比較するに当たって，この
ような変化の影響を受けにくく計数が確実であるという理由か
ら，地域別に観光施設や飲食店を取り上げているページの
みに調査範囲を定めた。
　和歌山県全域の観光資源，観光施設や店舗の情報のう
ち，料理の情報の割合は全体の１９５１％から２８７２％に増加
していた。農産関連の特産食品情報の割合は全体の５１６％
から６９２％に増加，畜産関連の特産食品情報の割合は全体
の０４５％から１０４％に増加，水産関連の特産食品情報の割
合は全体の２２４％から５１９％に増加，菓子関連の特産食品
情報の割合は全体の４０４％から７２７％に増加していた。ま
た，「見る」に分類される「食」に関連する情報の割合は全体
の０６７％から０３５％に減少していた。これらの情報を合計し
た「食」に関連した情報記事件数の割合は全体の３２０６％か
ら４９１３％に増加していることが分かった。一方，「食」と直
接的に関係のない情報は，それぞれ以下のようになった。「見
る」として分類した，自然風景や神社仏閣等の情報の割合
は，全体の３１６１％から３６３３％に増加していた。また，「遊
ぶ」として分類した，カヌー 体験やテーマパークなどの情報の
割合は，全体の１３９０％から６５７％に減少していた。それ以
外に，「買う」に分類される「食」以外の特産品情報の割合
は，全体の２９１％から３１１％に増加していた。「温泉」に分類
される情報の割合は全体の８９７％から２０８％に減少してい
た。「泊まる」に分類される宿泊施設情報の割合は，全体の
１０５４％から２４２％に減少していた。これらの比較結果から，
「食」に関係する情報の割合の増加が顕著に見え，「見る」や
「遊ぶ」などの情報と比べて，より大きなウエイトを占めるように
なってきていることがわかる。情報誌に掲載された情報件数
の割合の変化から，観光における「食」の重要性が高まって
いることが示されたといえるだろう。
　和歌山県内の情報件数の割合の変化を調べた結果から，
和歌山県への旅行を考えている多くの観光者が，和歌山県
内各地域の自然風景や神社仏閣などの見どころとされてい
る観光資源や観光施設や，テーマパークや体験型施設と同
等，またはそれ以上に「食」に関連した情報を求めるように
なってきている，もしくは，出版社側が，「食」に関連した情報
に価値を見出してきているということが推測される。
　では，和歌山県としてだけでなく，市町村別にみた際にも
観光資源・観光施設の情報件数の割合に何らかの変化があ
るのだろうか。市町村別に観光施設や店舗の情報件数を集
計し，比較した結果は，以下のようになった。今回，『るるぶ
和歌山’０１～’０２』と『るるぶ和歌山白浜熊野古道高野
山’１０』内の地域別に観光施設や飲食店を取り上げている
ページのみに調査範囲を定め，各市町村の情報件数におけ
る，「食」に関連する情報件数の割合の変化を調べた。まず，
各市町村には，どのような種類の情報がどれだけ取り上げら
れているのかを調べた。その結果，和歌山県内３０市町村
のうち，上記２冊の雑誌いずれかにおいて情報件数が５件
未満であった１２の市町村（有田川町，印南町，かつらぎ町，上富
田町，北山村，紀美野町，九度山町，すさみ町，橋本市，日高川町，
広川町，美浜町）は，「食」に関連する情報件数の割合を比較す
る対象から除外する。残りの１８市町のそれぞれの全情報件
数に対する，「食」に関連する情報件数の割合の比較を図４
に示す。
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注）図３内の補助線は，「食」に関連するものとそうでないものとの境界線
である。
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注）図４内の補助線は，「食」に関連するものとそうでないものとの境界線
である。
筆者作成
　農産・水産・畜産・菓子関連の特産食品情報と飲食店が提
供する料理の情報と「見る」に分類される「食」と関連した情
報を合計した「食」に関連する情報記事の割合は，由良町
で減少し，岩出市では変化がなかったが，それ以外の１６市
町では，この約１０年の間に「食」に関連する情報記事の割
合が増加したことがわかる。
　これらの比較結果から，和歌山県として見たときと同様に
市町村レベルで見ても，「食」に関係する情報の割合の増加
が顕著に見え，情報誌に掲載された情報件数の割合の変化
から，観光における「食」の重要性が高まっていることが示さ
れているといえるだろう。
　上記のように，観光に関連する情報のなかで「食」に関連
する情報の割合が増加しているのは，有意な変化だといえる
のだろうか。今回，各市町を分析単位として，るるぶ’０１年
版およびるるぶ’１０年版で紹介されている情報の種類別件
数比率の平均値の差の検定を試みた。具体的には，を
用いて対応のあるサンプルのｔ検定を行った。検定結果を
表１に示す。
　表１が示すように，「食」全体に関連する情報の比率の差，
すなわちこの約１０年間における増加は統計的に有意である
といえる。また，「食」のうち「料理」とみやげ品などの「料理
以外」とのそれぞれにおける比率の増加も統計的に有意であ
るということが示された。一方，「見る」の比率は数字的には
増加しているが，その増加は統計的には有意であるとは示さ
れなかった。また，「遊ぶ」や「泊まる」は，この約１０年間の
間に，統計的に有意な減少を見せたという結果を得た。「泊ま
る」に関連する情報の比率が顕著に減少したことの１つの原
因として，インターネット上の宿泊予約サイトの急成長が考え
られる。今回比較したこの期間に，まさに宿泊予約サイトが
誕生し成長し，観光市場でもそのシェアを高めてきた期間と
一致している。宿泊予約サイトは，その技術的優位性から，
遠隔地であっても様 な々宿泊施設の情報を提供し，リアルタ
イムで予約を取ることを可能とするので，潜在的観光者にとっ
ては便利であり，そちらの利用を重視する傾向を高めてい
る。従って，雑誌形態で提供される情報としての「泊まる」
情報への需要が減少してきたことを反映した変化と考えるこ
とができるだろう。
　また，「食」以外の「買う」や「温泉」に関連する情報に関
しては，これら情報の割合自体がかなり低いため，統計的検
定の結果の信頼性が確保できないので，今回の分析対象と
はしなかった。

　以上，考察してきたように，るるぶ’０１版とるるぶ’１０版に
掲載された観光情報をデータとして用いた今回の分析結果
から，この約１０年間の間に観光において求められる情報の
種類やその情報量に明確な変化が生じていることを明らかに
することができた。和歌山県についてではあるが，「食」に関
する情報が旅行雑誌発行者側から最重要視されるよう変化
してきたことがわかった。裏を返せば，「食」に関する情報
は，旅行を計画している消費者が求めている重要な観光資
源情報となってきたと考えることができるだろう。この変化を
観光振興に適切に反映させていくことがその成果につながる
と考えられる。すなわち，「食」を重視した観光振興の可能性
が示唆されるだろう。そのためには，地域特産の食品や伝
統料理，さらにはそれらを利用・発展させた独自料理を発掘・
開発して，それを中心とした観光マーケティング，特に目的
地マーケティングが必要となると考えられる。地域が協力し
てこのような目的地マーケティングへの努力を投入すれば，
潜在的観光者から，「○○へ行ったら××を食べよう」さらに
は，「××を食べたいから○○へ行こう」という反応を引き出し，
観光振興の成果に結び付けられると期待できる。誤解を恐
れずにいえば，「食」を重視し適切に活用しない観光マーケ
ティングは，潜在的観光者である消費者のニーズに的確に応
えることはできないがゆえに，成功はおぼつかないと考えた
方が良いかも知れない。
　今回の研究方法において，市町村単位で情報件数の割
合を詳細に比較するには，情報数が少なすぎる，雑誌の構
成が変化しているという問題があった。今後，他の情報媒体
を使うなどの工夫によって，市町村単位での比較を可能にす
ることができるかもしれない。また，既存研究から，「食」の重
要性は特定の地域に限ったことではないと考えられるが，今
回の分析結果は，和歌山県における「食」に関する情報の
重要性を示したものであり，分析としては地域的に限定され
たものとなっている。今後，他の都道府県との比較やより長
期間の情報を比較するなど，より広範な分析を行うことによっ
て，観光資源としての「食」の重要性およびその変化につい
て理解を深めていくことが課題である。もちろん，丹治
（２００７）が指摘するように，観光振興について考える際に忘れ
てはならないのは，情報の伝え方と，「食」以外の観光資源・
観光施設との連携であるが，「食」の重要性と観光における
「食」のさらなる研究の必要性は確かであろう。

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自由度ｔ値
平均値の差標準偏差情報比率の平均値
情報の種類 '10年版－
'01年版'10年版'01年版'10年版'01年版
17**5.3950.1790.1520.1170.5080.328「食」全体
17**3.7630.0960.1330.1350.2740.179料理
17**4.8440.0850.1310.0960.2330.150料理以外
170.4760.0170.1330.1890.3540.337見る
17*-2.308-0.0580.0770.0940.0620.120遊ぶ
17**-3.721-0.0880.0440.1070.0250.113泊まる
注：有意水準は，＊＝５％，＊＊＝１％　　　　　　　　　　　　　n=18
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しての「食」の重要性についての考察」（和歌山大学観光学会『観光
学』第２号，２００９年１１月）に加筆・修正を加えたものである。
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